
京都スマートシティエキスポ2015

地域に貢献する「スマート電ৡ供給システム“SPSS®”」の取組

日新電機株式会社 織田 鐘正

Action to ‘Smart Power Supply System(SPSS)’ contributing to the area.
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日新電機の事業の歩み

社会・産業の基盤である「電気」を扱う企業として
「安全」「安定」「効厾」を୯卍しています岞
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太陽光発電用太陽光発電用太陽光発電用太陽光発電用
パワーコンディショナパワーコンディショナパワーコンディショナパワーコンディショナ

半導体製造用
イオン注入装置

水処理監視制御システム水処理監視制御システム水処理監視制御システム水処理監視制御システム
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新エネルギー・環境新エネルギー・環境新エネルギー・環境新エネルギー・環境

ビーム・真空応用ビーム・真空応用ビーム・真空応用ビーム・真空応用

電力機器事業電力機器事業電力機器事業電力機器事業

下水道下水道下水道下水道 上水道上水道上水道上水道

つの事業分野でグローバルに勱শڰ
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ع日新電機は、1980ফ代から新エネルギー事業に取り組んでいますع

新エネルギー事業への取組

ع1980 ع1990 ع2000ع2010

1973ফ、匒化に匪ฌけて
TCR方式SVCを納入開始

1980ফ৻匘峫、系統
連系インバータを開発

2009ফ、ణස৑勹にフライ
ホイール式安定化装置納入

1997ফ、压ாに嵆イク嵕
グリッド納入（PV50kW）

糸満市役所向け185kWPV
システムで新エネ大賞受賞

2014ফ、PV用
パワコンのྸ計
出荷卣୤1GW
達成2011ফ、ূ勾電ৡ஘෽卤

メガソーラ納入（2MW）
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電ৡエネルギーを取り僲く社会環境の変化

従来

ଐସな電気が い
いつでもどこでも
当たり前に手に
入った時代

電ৡの安定供給
を確保しつつ、
自ら電気を選択し
うまく使う時代へ

現在 将来

期待される社会変革
●発電・送配電分野、需要サイド双方での技術革新とITとの融合→スマートグリッド
●地域スマートコミュニティからスマートシティへ

環境変化

電気厄সのৈྐྵ

停電リスクの増大

電ৡ需給の⎫಴

電ৡ供給঻の多様化

東
日
本
大
震
災

電ৡ供給に市場募৶導入

事業・サービス継続
→ エネルギー自給

儊電・匚電ৡのಌなる向上
→ デマンドレスポンス活用
→ ౞匏用エネルギーの活用

安価な電気を自ら選択
エネルギーの地産地消
→ 再生可能エネルギー活用
→ 分散電源の積極的活用

再生可能エネルギーの普及

固
定
価
格

買
取
制
度

電
力
シ
ス
テ
ム

改
革

ニーズの変化
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傹災がもたらした電ৡ供給஄ଙの変化（電源構勱发厾）
●東日本●東日本●東日本●東日本大震災後、国内発電量に占める原子力の比率が大幅に低下。大震災後、国内発電量に占める原子力の比率が大幅に低下。大震災後、国内発電量に占める原子力の比率が大幅に低下。大震災後、国内発電量に占める原子力の比率が大幅に低下。
●●●●一方一方一方一方、火力発電比率は約、火力発電比率は約、火力発電比率は約、火力発電比率は約9割まで上昇。割まで上昇。割まで上昇。割まで上昇。
（（（（代替電源として火力を活用するが、代替電源として火力を活用するが、代替電源として火力を活用するが、代替電源として火力を活用するが、環境面ならびに発電コストが課題環境面ならびに発電コストが課題環境面ならびに発電コストが課題環境面ならびに発電コストが課題））））
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再生可能エネルギー大୤導入がもたらすୖ題

太陽光発電

৹整ৡ低下

出ৡ変動

勘安定な発電出ৡにより、系統需給バランスが勘安定となるため、停電リスクを伴う
② 軽負荷時の౟๪発電ৡの発生② 軽負荷時の౟๪発電ৡの発生

① 周波数৹整ৡ勘ଌの発生① 周波数৹整ৡ勘ଌの発生

太陽光発電
出ৡ変動

供給
６０６０６０６０

５９５９５９５９ ６１６１６１６１

周波数周波数周波数周波数

需要
調整力ある調整力ある調整力ある調整力ある
電源で調整電源で調整電源で調整電源で調整

೬日など需要が減厮した時で峬、再エネは঳定୤発電峃
るた峫、電ৡが౟ってし峨岰勶象。供給卷発電出ৡの調
ତৣ限をৣ回ると౟๪電ৡが発生しアンバランスとなる。

③ 太陽光導入進展によるダックカーブ問題③ 太陽光導入進展によるダックカーブ問題

太陽光発電により
໤৑の電ৡ需要
は少ない

出典：ＣＡＬＩＦＯＲＮＩＡ ISO

夕方から急激に
電ৡ需要が増匎
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国内エネルギー政策の動向

エネルギー基本計画が2014ফ4月閣議決定
１．エネルギー政策の要諦は “3E＋S”

安全性（Safety）を前提に、安定供給（Energy security）を匌঳ଝとし、৽匡効厾性の向上
（Economic efficiency）と環境への適合（Environment）を図る

２．各エネルギー源が持つ強みが最大限発揮され、弱みが他のエネルギー源によって補完され
る「多層的」な供給構造の構築
●募৕ৡは安全性を前提に重要なベース嵕ード電源
●再生可能エネルギーの導入加速と課題克服に向けた取り組み
●分散型エネルギーシステムの構築加速（地域密着型エネルギー、地域主体の導入）

制২匳୓をৢじて多஘な主体が厴加し、多஘な৭උ࿔が用勪される「ฑໞかつ効厾的」．گ
なエネルギー需給構造の構築
●電ৡシステム匳୓の友ষ
●匚エネ১匳正でエネルギー匏用に関峃る৭උ࿔の多஘化
●デ嵆ンド嵔ス嵅ンスの活用（ス嵆ートメータの導入௓勺）でಌなる匚エネへ

４．スマートコミュニティの実現
様々な分散型エネルギーを用いつつ、エネルギーマネージメントを通じて新たなサービス創出や需給
ଵ৶をষうことで、①エネルギー供給の効厾化 ②匊常時のಌなる匚エネ ③非常時のエネルギー
供給確保が可能となり、生活インフラを支え、企業等の事業継続性も強化する効果が期待される
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地域コミュニティのスマート化

地域全体を俯瞰した
都市構想

京都らしい
スマートシティ

地域にマッチした
マイクログリッド構築

再生可能エネルギー
の導入拡大

地域の収益確保と
収益の地域循環

銭湯の
エネルギーセンタ化EMS

アーケード
蓄電池

お湯

PV

コジェネ

PV

工業団地

大学
研究所

町内会

公園

公共施設

厦合住୧

スマートコミュニティの実現は、電ৡ供給の౾問題を解決し、さらに災害に強い強靭な街づくり
と地域を活性化する最適解

エネルギーの地産
地消で効厾匏用

非常時の電源確保

自匮体勢導のもと市ড়・企業が঳体と
なり地匠な計画性と実ᄷৡともって推進

地域コミュニティを連携
する都市インフラ整備

商店街

住୧
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日新電機 前橋製作所 SPSS® 実証フィールド
SPSS®：Smart Power Supply System
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日新電機のスマートグリッド໪୛

太陽光発電システム太陽光発電システム太陽光発電システム太陽光発電システム
小水力発電システム小水力発電システム小水力発電システム小水力発電システム
バイオガス発電バイオガス発電バイオガス発電バイオガス発電システムシステムシステムシステム

・・・・・・・・・・・・

●省エネプロセス制御●省エネプロセス制御●省エネプロセス制御●省エネプロセス制御
●省エネ●省エネ●省エネ●省エネ機器機器機器機器の適用拡大の適用拡大の適用拡大の適用拡大
●デマンドレスポンス●デマンドレスポンス●デマンドレスポンス●デマンドレスポンス

エネルギーの多層的供給構造エネルギーの多層的供給構造エネルギーの多層的供給構造エネルギーの多層的供給構造
●地域密着型分散エネルギー
●熱利用
●未利用エネルギー活用
多様多様多様多様な電源な電源な電源な電源構成構成構成構成
●コジェネシステム
●再生可能エネ発電

省
エネエネエネエネ

創
エネエネエネエネ

情報情報情報情報/制御制御制御制御
（（（（ＩＣＴ）ＩＣＴ）ＩＣＴ）ＩＣＴ）

既存電力系統

系統連系

情報情報情報情報

電池電力貯蔵電池電力貯蔵電池電力貯蔵電池電力貯蔵
システムシステムシステムシステム

エネルギーエネルギーエネルギーエネルギー
マネージメントシステムマネージメントシステムマネージメントシステムマネージメントシステム

（（（（EMSEMSEMSEMS））））

見える化見える化見える化見える化
（省エネ行動促進）（省エネ行動促進）（省エネ行動促進）（省エネ行動促進）

電力

情報情報情報情報

情報情報情報情報

二次電池による二次電池による二次電池による二次電池による
●余剰電力●余剰電力●余剰電力●余剰電力のののの貯蔵貯蔵貯蔵貯蔵
●系統安定化●系統安定化●系統安定化●系統安定化
●ＢＣＰ対応力●ＢＣＰ対応力●ＢＣＰ対応力●ＢＣＰ対応力

蓄
エネエネエネエネ

電力

災害時には独立災害時には独立災害時には独立災害時には独立
電源として機能電源として機能電源として機能電源として機能

SPSS® のコンセプト
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EMSの機能＝トータルエネルギーソリューション
①必要となるエネルギーの需給を「予測」
②コストミニマムの運転スケジュール「最適運用計画」
③運用計画に基づく「制御」

負荷設備 受変電設備

太陽光

EMS

CGS バイオガス 蓄電池 受変電工場設備

分散型電源

空調設備 低圧負荷

予 測

技術 自己回帰モデル(需要)
重回帰分析(発電)

機能

・需要予測
・発電予測
・気象予測

最適運用計画

技術 包৶計画১

機能

・設備モデル作成
└ 運転特性・損失計算など
・予測に基づく最適運用計画
・フィードバックによる修正計画

制 御

技術 古典制御ベース

機能

・電源運用制御
・ピークカット制御
・౟๪電ৡ有効活用制御
・フィードバック制御

水叀৶設備

エネルギーマネージメントシステム（EMS）の໪୛

連系

●エネルギーコストMIN化
●電ৡの安定供給
●CO2排出୤の削減
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日新電機の市場別ソリューション

SPSS®-Ｇrid

SPSS®-ＷaterSPSS®-Ｆactory

SPSS®-Ｈome

SPSS®-Ｉsland
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被災時の
リスク軽減

電源の多様化

縮退運転自য়型発電

最適運用計画
ピークシフト

ピークカット
ీ৺電ৡ低減

効厾化運転
匚エネ運転

再エネ発電

下水熱・排熱の
匏活用

౞匏用資源の
匏活用

匚コスト化CO2排出୤
削減

【SPSS®-Ｗater】 WEMS の໪୛
Water Energy Management System

上ৣ水叀৶場は、எた峋の生活をஹる社会インフラとしてಳか峅ない施設で峃が、叀৶場を取りඕく社会環境は転ఌ期をಶ岲てい峨峃。
特に電ৡ・エネルギー分৙での環境変化は大きく、エネルギーの自য়化に向けてより୓新的かつ効卵的な運用が卍峫峳れてい峨峃。
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【SPSS®-Ｗater の視点】 ౞匏用エネルギーの活用

再生可能エネルギー

太陽光発電 ৵水ৡ発電ヒートポンプ ガス発電 廃熱発電

౞匏用地

スマート電ৡ供給システム

౞匏用エネルギー

○最適運用・計画
EMS

下水叀৶場

偣২୷ 水匱叉୷ 廃熱 消化ガス

消化ガス
౞匏用地

ଣ及叉୷

下
水
道

空き土地
建屋屋上
水叀৶施設上部

上
水
道

౞匏用地
空き土地
建屋屋上
池上部

送水叉୷

太陽光

৵水ৡ

消化ガス

太陽光

৵水ৡ

発電種別 活用資源

排熱ആ২୷排熱
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� ৣ水叀৶場の౞匏用資源を有効活用した「創エネ」を図り、エネルギーの「地産地消」と継続的な「匚エネ」活動で電気厄সを削減し、
公共厄সの低減にఞଖ → 将来的には地域のエネルギーセンタとして機能

� 「電源自য়化」 で、BCP対策としてశଞ時の電ৡ供給システムを確保、災害時の防災拠点として安心・安全を提供

ీ৺電ৡ
の削減

蓄エネ

ピークカット

再エネ
重要
負荷負荷 負荷

商用
電源

重要負荷
へ供給

自家発

将来的には地域への電ৡ・熱供給を通して
地域全体の再エネ安定化、需給ଵ৶の঳區化

でエネルギーの卻効匏用を傌進

蓄電池

再エネ

匚エネ制御 BCP対策

【SPSS®-Ｗater の視点】公共施設コミュニティとしての下水叀৶場

භ入電ৡ
の削減

EMSによる最適制御で
●デマンドレスポンス
（負荷制御）
●分散電源の出ৡ৹整
を実現し、積極的に収益化

積極的なネガワット創出

消化ガス
発電

消化ガス
発電

熱匏用

蓄電池

৵水ৡ
発電

৵水ৡ
発電

太陽光太陽光
発電

再エネの創出と地産地消

再エネ電源自য়化で
●災害時の防災拠点
●再エネで電ৡエネル

ギー供給確保

地域の防災拠点

地域のエネルギーセンタとして機能

スマート電ৡ供給システム
WEMS
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商用エネルギー却用厾
50%

短期 中期 শ期

エ
ネ
ル
ギ
ー
量

エネルギー消厔୤想定推移曲線
居住人口増、叀৶୤増などにより 「対策を
講 じない」場合のエネルギー消厔୤曲線

匚エネ୤想定推移曲線
匚エネに向けた対策を「継続的に」講じることに
より、削減がৄ匸峨れるエネルギー୤曲線

匚エネ効果をஅん峊エネルギー消厔୤想定推移曲線
消厔୤曲線か峳匚エネ୤曲線を減じた、将来に向けて必要となるエネ
ルギー曲線

創エネによる自己供給想定推移曲線
場内に創エネ設備を「継続的かつ最大限」に導入し
エネルギーを自給した場合のエネルギー曲線

自給エネルギー厾
50%

エネルギー自給厾
100%

継続的な匚エネと創エネ導入に匎えて峇れらの効厾的かつ
効果的な運用により、「エネルギー自給厾＝100%】へ

【SPSS®-Ｗater の視点】 エネルギー৶想曲線

この実現には、可能性探究や技術育成に向
けて産学官連携で積極的な取組みが必要
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水叀৶施設など

日新電機株式会社

京都府様

技術提案
実証検証

● Made in KYOTO
● KYOTO Technology
● 京都初

製品メーカ
関連業者

技術卦及
ビジネスマッチング

【SPSS®-Ｗater の視点】 産学官連携で大きなシナジー

日新電機
協ৡ会グループ会社

【分野・テーマ】
・水叀৶の匚エネにఞଖする制御・
機器の研究・開発

・৵水ৡ発電等の創エネ機器の開発
・下水からの資源回収手法の研究
・及入୤予測など効厾化運転の研究

●学術・研究機関
●京都府内企業

スマートシティ協定
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環境モデル都市「京都」を、伝統と進取の気風の地「京都」を世界へ発信

日本の近代化を牽引した進取の気風が、日本の低炭素化を牽引し、さらに世界
の低炭素化社会に貢献していくことをアピール

・国内匘の水ৡ発電所「ቱ上発電所」、国内匘のチンチン電区
・琵琶湖疏水、インクライン
・日本で２番目に誕生した「動物園」、軟式テニスなど
・COP3開催の地、京都議定書誕生の地
・京都府・京都市地原偣཮化対策厬୻（32ফ২までに2ফ২发25%削減）
・エネルギー自給・京都

最後に
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ご静聴誠にありがとうございました


